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２０２１年度の活動目標 
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音楽でひろがる笑顔 

特定非営利活動法人ＯｎＰａｌ 

新型コロナウイルスの影響を受けて、２０２０年度の病院訪問活動は、９月１９日

久留米市にあるのぞえの丘病院（児童・思春期精神科）で行った音楽授業１回のみで

した。病院訪問ができない中、今できることをやろうと５月にスタートした「おんぱ

るチャンネル」(YouTube)は、チャンネル登録者数４０人、視聴回数３０００回超とな

り、九州大学病院の院内学級やその他の病院から、コロナ渦の中で誰にも会えずに退

屈している子ども達がとても喜んでいたという報告をいただきました。  

残念ながら、２０２１年度も新型コロナウイルスの影響はしばらく続きそうです。

そこで、上半期は「おんぱるチャンネル」による音楽プログラムの充実、例えば色々

な楽器による音楽授業の配信に取り組みたいと思います。下半期に入って、コロナの

影響が少しずつ改善してくれば、まずは、児童・思春期精神科や特別支援学校などを

対象に訪問活動を再開し、来年の２～３月には九州大学病院や福岡市立こども病院な

ど感染症に特に敏感な病院の活動も再開したいと考えています。  

ただ、これらの活動を予定通り行えるかどうかは、申請中の助成金が採択されるか

否かにかかっています。助成金頼みの活動は安定した活動を継続できませんので、助

成金の依存度を低くすることがこれからの最大の課題です。  

そこで、今年度、ＯｎＰａｌでは２つの取り組みを進めたいと考えています。１つ

目は、賛助会員の勧誘の強化です。昨年、一昨年と西日本新聞には３回も記事にして

いただきましたが、残念ながら賛助会員の獲得までには至っていません。みなさまに

もっと関心を持っていただけるような分かりやすい広報に努めたいと思います。２つ

目は、音楽団体の強みを活かした収益事業への取組強化です。例えば、「おんぱるチャ

ンネル」で配信している「うんちはかせ」や「カンタローのぼうけん」を幼稚園や小

学校などの関係者が見れば、きっと関心を持っていただけると思います。そこで、Ｄ

Ｍで情報発信するなど、広報活動に力を入れることで、公演依頼につなげたいと考え

ています。また、企業がお客様のために行うロビーコンサートや、各種施設への音楽

家の派遣なども積極的にお引き受けしていますので、是非ご相談ください。  

今年は、ＯｎＰａｌが発足して８年目を迎えます。母体の元気アートプロジェクト

の発足からは１５年目です。これまでに、九州大学病院及び福岡市立こども病院のほ

か、福岡大学病院、福岡東医療センター、南福岡特別支援学校、のぞえの丘病院 (久留

米 )、佐賀大学病院、熊本大学病院、熊本赤十字病院、向陽台病院 (植木町 )など１４箇

所の病院・施設で活動を実施してきました。これらの病院への訪問活動は１２０回を

超えています。ストップしてしまった病院への訪問活動が正常に戻るのは、おそらく

来年度以降になることでしょう。しかし、入院している子ども達には、今が大切です。

「おんぱるチャンネル」以外にも何かできることはないのか、ライブ配信で音楽授業

ができないかなども考えましたが、院内学級にオンライン環境が整っていないなど思

うようになりません。それでも、あきらめずにできることを探しながら、ＯｎＰａｌ

は子ども達に笑顔と元気を届けてまいります。  

 



２０２０年度下半期の活動報告 

おんぱるチャンネル「クリスマスコンサート」 
出演：ソプラノ：林 麻耶、曲尾理紗 チェロ：井上 忍 ピアノ：八尋三菜子 

サンタ：藤田諒太（元気アートプロジェクト） 

撮影会場：福岡市市民福祉プラザ「ふくふくホール」 

撮影日：２０２０年１２月２日（水） 

撮影・編集：真隅潔  YouTubeアップロード：２０２０年１２月９日（水） 

 

１２月２日、４人の音楽家メンバーが集まって１０曲のクリスマスソングを録画撮りしました。 

クリスマスツリーやプレゼントなど舞台の飾りつけはＯｎＰａｌと元気アートプロジェクトのメンバーが

担当し、企画から撮影・録音・編集をすべて理事長の真隅が行いました。クリスマスのシーンは、ドイツにい

る協力会員の真隅政大さんが撮影したクリスマスマーケットの写真などを使用しました。みんなの力ででき

あがった作品を「おんぱるチャンネル」にアップロードすると、入院している子ども達の喜びの声や病院の感

謝の声をたくさんいただき、１２月２４日には西日本新聞にも取り上げていただきました。 

プログラム 

①アベマリア（シューベルト） 

②ハレルヤ 

③ウインターワンダーランド 

④ひいらぎかざろう 

⑤きよしこの夜 

⑥あわてんぼうのサンタクロース 

⑦We wish a Merry Christmas 

⑧もろびとこぞりて 

⑨荒野のはてに 

⑩ジングルベル 

 

 

元気アートプロジェクトとは 

元気アートプロジェクト（通称・ＧＡＰ）の活動は、アートを通してみんなで楽しい時間を共有することを

目的としています。九州大学病院が新しく生まれ変わった 2006年 12月に活動をスタートしました。 

ＯｎＰａｌは、2013年にＧＡＰの音楽部門が独立した団体です。 

私たちの活動の原点とも言える一つの文章をご紹介しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

九州大学病院小児医療センターのデザインに取り組んだ佐藤教授の言葉です。 

当時、副理事・大学院芸術工学研究院教授として病棟のデザインをリードされました。 

「患者にやさしい病院を目指して」 

 

 優しく声をかけてほしい。 

 強く励ましてほしい。 

 つらい時はそっと背中をさすってほしい。 

  

 誰もがいつかは必ず患者になる。 

 

 あなたはどんな病院に入院するだろう。 

 どんな生命を授かり、 

 そして、どんな最後を迎えるのか。 

 

 優しい病院は、 

 お医者さんや看護師さんだけではできない。 

 優しい気持ちを、見える形にしなければならない。 

 

 優しい気持ちを伝える病院。 

「機能」に加えて「感性」を持つことによって、病院

が変わる。 



この佐藤先生の「ハードはできた、次は子ども達を元気づけるソフトが必要」との呼びかけに、デザイナー

や音楽家が集まってできたのがＧＡＰです。 

小児医療の技術は日々進歩していますが、知識・会話・感性など人間にとって最も大切な能力が成長する時

期を入院して過ごす子どものために病院が行う活動は残念ながらほとんどなく、日本の病院の取り組みはと

ても遅れています。退院後の学校や社会への復帰を考えるとき、入院生活の心理的な負担を軽減する取り組み

や、子どもの学習意欲、コミュニケーション能力などを高める活動が求められています。 

ＧＡＰでは、デザイナー、建築家、写真家、書道家、音楽家、園芸家などのメンバーが、それぞれの専門性

を活かしながら、「ポストカードづくり」「マイうちわづくり」「まつぼっくりクリスマスツリーづくり」「ダイ

ナミック書初め」などのデザイン授業や、音楽授業、コンサートなどの音楽活動、また、ピクニック、運動会

など野外活動のサポートなども行ってきました。今は音楽活動はＯｎＰａｌが行っています。 

デザイン授業や創作活動では、休日などにメンバーの家に集まり、材料加工など入念な事前準備を行った上

で、ほぼマンツーマンで子ども達に寄り添いながら作品づくりを手伝います。できあがった作品は子ども達の

宝物になっているようです。また音楽授業は、色々な楽器について楽器クイズで子どもの知的好奇心を高めた

上で、演奏を聴き、楽器を触り、音を出すなど、子どもが生の演奏に触れて、楽しみながら学習できるような

生きた授業を行っています。 

子ども達の中には、ＧＡＰやＯｎＰａｌの活動に参加したくて、その日の体調が良くなるように治療を頑張

るモチベーションになっている子どももいるそうです。院内学級の先生方からは、限られた環境の中で、ＧＡ

ＰさんやＯｎＰａｌさんの活動は、なくてはならない貴重な時間になっているとの声もいただいています。 

これからもＯｎＰａｌは、ＧＡＰのメンバーと協力して、病気の子ども達の笑顔が広がるよう、様々なアー

ト活動を行ってまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポストカードづくり 子ども達の貼り絵を GAP

のデザイナーがポストカードにデザインします 
マイうちわづくり 枠から飛び出すほど元気な

オリジナルうちわができあがりました 

クリスマスツリーづくり 高さ１５ｃｍほどの大き

なまつぼっくりにボンボンなどで飾りつけます 

ダイナミック書初め 大きな紙に大きな筆で好

きな言葉を元気いっぱいに書きます 

花火アート おんぱるチャンネルでＯｎＰａｌ花

火大会を制作した時の原画です 

モビールづくり 鳥や魚など思い思いの作品を

つくってゆらゆらとモビールにさげました 



 

ＯｎＰａｌの現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＯｎＰａｌからのお願い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

助成・協賛団体 

   

         

 

    

ＯｎＰａｌの活動を支援していただく方を募集しています。支援の方法は賛助会員、企業のロビーコン

サートなどの依頼のほか、「おんぱるチャンネル」で紹介している「うんちはかせ」などの演奏依頼など

様々です。ご支援いただいた資金は、主に演奏を依頼する音楽家への謝金として使わせていただきます。

病気の子どもたちの笑顔のためにご支援を賜りますようお願い申し上げます。また、私たちと一緒に活動

していただくボランティアの音楽家・スタッフも募集しています。表紙の連絡先にお問い合わせください。 

（会 員） 
正 会 員：１５名（内音楽家１２名） 

賛助会員：団体１３社（３４口）、個人８名（１２口） 

協力会員：１名 

会員の音楽家 

 チェロ／井上 忍 フルート／白木彩子 フルート／高木華子 オーボエ／桐谷美貴子 

 マリンバ／竹下 恵 ピアノ／吉冨淳子 ピアノ／安浪由紀子 ピアノ／扇谷三菜子 

 ピアノ／道家由志愛 ソプラノ／林 麻耶 ソプラノ／曲尾理紗 メゾソプラノ／福田綾子 

 ピアノ／真隅政大（協力会員） 

（予 算） 

 

   

2020年度決算 

収入 

会費          374,500 

寄付金              0 

助成金        500,000 

事業収益            0 

利息                9 

合計          874,509 

支出 

事業費      1,068,155 

（音楽家謝金、交通費、消耗品費、 

動画制作委託費など） 

管理費        193,870 

合  計      1,262,025 

増減額      ▲387,516 

前期繰越金  956,755 

時期繰越金    569,239 

2021年度予算 

収入 

会費          402,500 

寄付金        160,000 

助成金        200,000 

事業収益      160,000 

利息               10 

合計          922,510 

支出 

事業費        900,000 

（音楽家謝金、交通費、消耗品費、 

動画制作費など） 

管理費        188,000 

合  計      1,088,000 

増減額      ▲165,490 

前期繰越金  569,239 

時期繰越金    403,749 

おんぱるチャンネル 検索   

いいね！と思われたらチャンネル登録をお願いします。 


